
第46回大会〕 家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

2Xp- 6　　　　家業と家庭経営の変容過程について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　香川大教育　○時岡晴美

　　　　目　的　これまでわが国における家業経営は、職住一致、家族経営、直系家族による世

　　　襲という特徴があり、かつての「家」意識を成立させる実体的根拠であり物質的基盤であ

　　　った。しかし、現代における家族形態の変容にともなって、家業や家産の意味も変容して

　　　いる。本報告では、伝統的な家業経営の特徴を有し、後継者世代が顧客増員のための活発

　　　な活動を展開しているＫ温泉町の旅館業経営者に着目して、家業と家庭経営の現状とこれ

　　　までの変容過程を明らかにし、家業における家族の役割について考察する。

　　　　方　法　まず、Ｋ温泉町中心部の旅館７軒を対象に、訪問面接聞き取り調査と住み方調

　　　査を行い（1993年10月中旬）、先代から現在に至るまでの家業の経営体制と家族の役割、

　　　家庭経営の状況、後継者決定過程を明らかにし、後継予定者に対するヒすリングから、今

　　　後の動向について検討した。さらに、Ｋ温泉町の全旅館91軒を対象として郵送法によるア

　　　ングート調査を実施し（1393年11月下旬、回収数53、有効回答率58.2％）、家業と家庭経

　　　営の現状と今後の見通しから、家業経営における家族の役割について考察した。

　　　　結　果　訪問調査した旅館の経営者後継者ともに、旅館の継統発展へめ意向が強く、家

　　　業の経営と継承については伝統を維持しながらも徐々に拡大したり変容させている。女性

　　　が継承した場合は家庭経営面での変容が少ない。･後継者が、家業というより自分で選択し

　　　た職業として捉えている場合は、家業における家族の役割の変容が顕著である。伝統を堅

　　　持するタイプがある一方で、近年になって変容したタイプがみられた（例えば、職住分離

　　　で通勤（11軒21.2％）、後継者の配偶者が就業していない(2軒12.5％)）。

2Xp－ ７ 居住および食事形態が家族の主観的健康度に与える影響
東京大医　○岡島史佳、荒記俊一、村田勝敬
ＬＣＣストレス医研　内田栄一　　　　　　　≒

一母娘の調査よりー

【目的】　家族構成員の健康は相互に影響することが考えられる。本研究では、家族構成

員のうち母と娘の自覚的健康度の関連を調査した。また、自覚的健康度が居住・食事形態

の相違により影響を受けるかどうか検討した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ

【対象と方法】　東京都内の保育専門学校１年生(娘、18～20.平均19歳)とその母親(40～

65、平均46歳)を対象とした。生徒は自宅生が90％であり、自宅外(寮)生が10％であった。

1991年９月に生徒113名とその母親に自記式健康調査票(ＴＨＩ〉を配布し､89組から回答を

得た(回収率79％)。 ＴＨＩは心身の主観的健康状態を表わす130の質問項目からなり(青木

ら､1974)、12尺度の得点が算出される。母娘間の平均値および相関係数を各尺度毎に算出

しｔ検定を行なった。さらに、娘の居住形態(自宅および自宅外)およびいっしょに夕食を

とるか否かで各々２群に分けて、母娘間の相関を検討した。

【結果】　①12尺度のうち情緒不安定性、･抑うつ性、生活不規則性では娘の得点が有意に

高かった。一方、自分を良く見せたい傾向を示す虚構性では母の得点が有意に高かった。

また、消化器、直情径行性、虚構性、情緒不安定性、抑うつ性および生活不規則性の尺度

で母娘間に有意な正の相関があった。②自宅生の母娘間では有意な相関が６尺度(目・皮

膚、消化器、虚構性、情緒不安定性、抑うつ性、生活不規則性)で認められたが、自宅外

生では２尺度(抑うつ性、情緒不安定性)しか有意な相関がなかった。また、一緒に夕食を

とる群の母娘間で有意に関連のあった項目は、直悄径行性、虚構性、悄緒不安定性、抑う

つ性、攻撃性の尺度であったが、一緒に夕食をとらない群では直情径行性の１尺度のみで

あった。
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